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1．はじめに

　本校は，明治 19 年に京都染工講習所として
設立された洛陽工業高等学校と，大正 9年に京
都市立工業学校の分教場として設立された伏見
工業高等学校の統合再編校として平成 28 年 4
月に開校された工学系の学校である。設置学科
はフロンティア理数科（進学型専門学科）とプ
ロジェクト工学科（工業科）の 2学科，生徒数
720 名規模の学校である。プロジェクト工学科
にはまちづくり分野（建築デザイン領域・都市
デザイン領域）と，ものづくり分野（メカトロ
ニクス領域・エレクトロニクス領域）の 2分野
4領域を置いている。

2．教育環境

　敷地面積約 7万㎡の広大な施設を有し，課題
設定解決型学習を実践するためのプロジェクト
ラボや 3 Dプリンター・レーザー加工機などの
設備を持つテクニカルステーション，電気実習
施設や各演習室，PCルームなど恵まれた環境
で学習を行っている。また公立高校最大級のア
リーナや人工芝グランド，高機能トレーニング
ルーム，900 人収容のホールやプレゼンテーシ
ョンルーム等も有している。独自のネットワー
ク「BROWNIE（ブラウニー）」を構築し，全
館で無線 LANを配備したほか，タブレット PC

を活用した最新の ICT教育を推進している。

3．教育目標と育てる生徒像
⑴　教育目標
　「豊かな人間性，確かな技術を身につけ，京
都から社会の発展と人類の幸福に貢献する人材
を育成する。」
⑵　育てる生徒像
・自己実現を目指し他者を理解する豊かな人間
性を持つ生徒
・グローバルな視野を持ち，リーダーシップを
発揮して社会に貢献し，活躍できる生徒
・英知を結集し，社会を支え未来を切り拓く，
次世代の科学技術を担う生徒
・高い倫理観と責任感を持ち，社会・地域の一
員として他者と連携し協働することができる
生徒
・専門的・先端的な知識と技術を身につけ，生
涯にわたって継続して学習意欲を持つ生徒
　キーワードは貢献・結集・連携・継続とし，
就職にも進学にも強い工学系の高等学校として
日本の将来を担う技術者の育成を目指している。

京都から全国へ　新学習指導要領を見据えた新しい工学系高校の挑戦
―京都工学院 STEM・プロジェクトゼミを核に―

京都市立京都工学院高等学校長　砂田　浩彰

写真1　学校の全景
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　著者は，MIT（マサチューセッツ工科大学）
メディアラボの所長として世界を飛び回ってお
り，日々いろいろな人と触れ合う中で「テクノ
ロジーが変えつつある世界を実感」した内容を
本書にまとめた。
　本書は，経済，社会，日本の 3つのパートに
分かれており，1章から 3章までは「経済の未 

来」，4章・5章は「社会の未来」，6章・7章は 

「日本の未来」について述べられている。
　インターネットが一般に普及して，すでに
20 年ほどが経った。「情報革命」とよばれた時
代はすでに終わり，テクノロジーは私たちの経
済や社会を根底から変えようとしている。テク
ノロジーが経済や社会へ与える影響を知るもの
として，またその変化と真剣に向き合うきっか
けになる一冊である。
第 1章「AI」は「労働」をどう変えるのか
　G（Google），A（Apple），F（Facebook），A

（Amazon）など，IT時代に急成長を遂げたア
メリカの巨大企業は，歴史上かつてないほどの
喜びや経済的な繁栄・発明を私たちにもたらし
てきた。AI技術はあらゆるサービスのインフ
ラとして，既に実用化の域に達しつつある。し
かし，人間の労働は経済効果だけでは語ること
はできない。それは，人間はお金のためだけに
働くわけではないからだ。自分の生き方の価値
を高めるためにはどう働けばいいのかという示
唆を示している。
第 2章「仮想通貨」は「国家」をどう変えるの
か

　仮想通貨は，日本でも 2017 年 4 月に法律が
変わり「仮想通貨交換業」が登場すると一気に
知名度が上がった。将来，通貨がデジタル化に
よって置き換わるとすると，本当に仮想空間に
独立した国が出来るかもしれない。新たな資金
調達手法などをテクノロジーの視点で解説して
いる。
第 3章「ブロックチェーン」は「資本主義」を
どう変えるのか
　仮想通貨を支える技術としてブロックチェー
ンに注目が集まっている。この章では，ブロッ
クチェーンとは何か，自然通貨と仮想通貨につ
いて解説している。
第 4章「人間」はどう変わるのか
　そもそも人間とは何かというテーマから，人
工知能や人間拡張のテクノロジーが発展する観
点で人間の果たす役割や意味を解説している。
第 5章「教育」はどう変わるのか
　アメリカでは，既存の教育システムにとらわ
れない学校教育の外で子どもを育てる「アンス
クール」が実践されている。アンスクールにつ
いて，教育システムを変えるのではなく，価値
観から変えるべきだと主張している。
第 6章「日本人」はどう変わるべきか
　日本人には「人対神」という概念や，「誰が
AIやロボットを支配するのか？」といったテ
ーマを倫理的に考える視点がない。日本がこう
したテクノロジーの流れに対して，どのように
かかわることができるかが，いま問われている。
第 7章「日本」はムーブメントを起こせるのか
　インターネットが生まれる前と後では，世界
は全く変わった。さらに，AIの登場により，
なおさら未来のことの想像がつきにくくなって
きた。ゆえに，あらたなムーブメントを起こさ
なければならない時が来ている。

（NHK出版新書 193 頁，780 円＋税）　　（長田利彦）

教養としてのテクノロジー

伊藤穰一　著
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4．設置学科の概要

⑴　フロンティア理数科（F理数科）
　理工系大学進学型の専門学科で募集定員は
60名である。科学技術の基礎知識・技術を学び，
将来最先端で活躍する研究開発者を目指す。7
時間授業を週 4日年間 34 単位のカリキュラム
構成。大学や産業界とも連携した取組を推進し
ている。土曜確認テストや模擬試験などを活用
し，進路は国公立大学や難関私立大学進学を目
指す学科である。
⑵　プロジェクト工学科（P工学科）
　工業科を継承しさらに発展させる学科で，募
集定員はものづくり分野 108 名とまちづくり分
野 72 名，計 180 名である。ものづくり分野に
はメカトロニクス領域とエレクトロニクス領域
があり，メカには機械加工・ロボット，エレに
は電気・電子情報の 4つの専攻コースを設置し
ている。まちづくり分野には建築デザイン領域
と都市デザイン領域がある。両分野ともに 7時
間授業を週 2日年間 32 単位のカリキュラム構 

成。京都市唯一の工業課程であり，一人ひとり
に適したきめ細かな就職指導や進学希望者にも
対応できる学科である。

5．教育課程編成について

　工業に関する専門的・先端的な知識と技術の
定着を図り，高校卒業後にものづくり現場を支
え，広い視野でのものづくりを通じて社会の発
展に寄与する人材の育成を目指している。また
進学希望者に対しては加速度的に変化・発展す
るものづくりを担う人材としての素地を培うこ
とを目指している。
コアとなる科目
⑴　プロジェクト ZERO（総探）
　総合的な探究の時間として 1年生に 2単位設
置。クラス単位で課題発見の方法や協働して課
題を解決する手法，またプレゼンテーションの

スキルを学び 2年生のゼミにつなげる。
⑵　プロジェクトゼミⅠ・Ⅱ（課題研究）
　ゼミⅠは 2年生で 3単位，ゼミⅡは 3年生で
2単位設置。ゼミⅠでは，学科分野の枠組みを
超え，2年生全体で木曜日の 567 時間目に帯で
実施している。それぞれの専門性を生かして協
働しながら PBL※ を展開し，7つのテーマにつ
いてアイデアをカタチにする学習を行っている。
　ゼミⅡでは，P工学科の 3年生は 2年生の課
題研究をさらに発展させる取組を行っている。
F理数科の 3年生は進学対策を兼ねて探究的な
課題に対して取り組み，より深い科学的な理解
と学びに向かう態度を養っている。※問題解決学習

⑶　キャリアと公共（総探）
　総合的な探究の時間として 1年生に 1単位設
置。生徒のキャリア意識の向上を図り，社会の
出来事や職業に関する興味関心を高めている。
フィールドワーク等地域とつながる視点を持ち
ながら行動することにより，生徒が自立し協働
する資質や能力を伸ばすことを目指している。

写真2　ZERO授業の様子と中間発表会

写真3　ゼミⅠ作業の様子と中間発表会
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6．京都工学院STEM
　本校の特色ある教育プログラムの一つが京都
工学院 STEMである。4つの関連性の深い，科
学（Science）技術（Technology）工学（Engineering）
数学（Mathematics）の分野に芸術・デザイン戦
略（Art）を加えた分野を，一体的に学ぶこと
により，新たな発見や柔軟な発想力，問題解決
力を養うことを目的としたプログラムである。
全ての教員が各教科で主体的・対話的で深い学
びを促す授業実践に取り組み，授業改善を目的
に教科を超えた授業交流として年 2回公開授業
週間を実施している。

7．高大連携及び産業界との連携

　産業構造の変化に伴い，先行き不透明な時代
であるからこそ，多様な人々と協力しながら主
体性を持って人生を切り拓いていく力や，知識
の量だけではなく混沌とした状況の中に問題を
発見し答えを生み出し新たな価値を創造してい
くための資質や能力が求められている。本校で
は学校教育活動だけではなく，大学や産業界と
もつながり，インターンシップなどキャリア教
育の視点での学習活動を実践している。
⑴　金沢工業大学・産業能率大学との連携
　問題発見から解決に向けたプロセスを学ぶプ
ロジェクトデザイン教育を先進的に実施してい
る金沢工業大学や，アクティブラーニングに関
して先進的な教育実践を行っている教授陣を持
つ産業能率大学と京都市教育委員会とで連携協
定を結び，開校前から計画的に教員研修を実施
している。
⑵　京都大学・京都工芸繊維大学等との連携
　地元の国立大学の工学部と実践的な研究活動
で連携した取組を進めている。具体的には防災
に関わる研究やサイエンス教室などを行ってい
る。京工繊大とはフィリピンのセブ島とスカイ
プで交信し，現地の教員と会話するなど，英語
のスピーキングテストの共同研究等も行った。

⑸　日本電産㈱と京都先端科学大学との連携
　平成 30 年 10 月に高大産接続プログラム実施
に関する協定締結式を行い，今後産業界ともつ
ながりを深めていく。海外インターンシップな
ど社会を取り巻く現状を見据えた先進的な技術
者育成に向けた新しいプログラムを高大産で研

⑶　龍谷大学理工学部（先端理工学部設置構想
中）と滋賀県立の 3工業高校との連携
　高度な専門知識，技術及び技能を有する技術
者育成のため人的交流及び知的資源の相互活用
その他の連携協力を推進している。具体的には
定例会議や数学スクーリング，体験入学，模擬
講義，研究室訪問などを実施している。
⑷　JAXA宇宙教育センターとの連携
　京都市教育委員会と連携協定を結び，教員研
修や JAXAスペーススクールへの教員派遣，プ
ロジェクト ZEROにおいて JAXA研究員からミ
ッションをいただき解決策を探究する活動など
を実施している。年度末の発表会に JAXA研究
員にお越しいただきアドバイスや講評をお願い
しており，高い評価を得ている。

写真4　JAXAとの調印式及び発表会講評

写真5　日本電産・京都先端科学大との調印式
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8．学術顧問記念講演会

　元京都大学副学長の松重和美四国大学長と京
都大学防災研究所副所長の畑山満則教授に学術
顧問に就任していただき記念講演会を開催し
た。松重学長には，『チャレンジする心』～京
都発ベンチャー・伝統と先端技術の融合～，畑
山教授には『異分野を融合した災害に強いまち
づくり』と題して熱いメッセージを発信してい
ただいた。

9．部活動

　体育系・工学系・文化系の部活動を設置。体
育系ではラグビー部・ボート部・サッカー部が
京都市の強化指定を受け全国制覇を目指して熱
心に活動している。工学系ではシビルクラブが

究開発し実践していく予定である。
⑹　地元の中小企業との連携
　改革検討時に京都市立高校将来構想委員のメ
ンバーでもあった，京都機械金属中小企業青年
連絡会（通称 KISEIREN）代表幹事との関係を
継続し，若手経営者とのカタリ場やゼミにおけ
る指導助言をお願いしている。また大手企業を
支える中小企業スピリットを肌で感じてもらう
ための，KISEIREN展示ブースも常設している。

　大手企業や中小企業を含め，洛陽・伏見時代
から継続して学校斡旋就職内定率100％を維持。

11．おわりに

　本校は新しい工学系高校として開校し，現在
4年目の学校である。発展途上ではあるが，こ
れからも京都の地から全国に，工業教育の価値
と存在意義を発信し続けていく所存である。

⑵　プロジェクト工学科（工業科）進学

⑶　プロジェクト工学科（工業科）就職

昨年 11 月の高校生ものづくりコンテスト全国
大会測量部門において見事に初出場初優勝を果
たし，国土交通大臣賞を受賞した。

10．平成 30 年度 1 期生進路実績

⑴　フロンティア理数科（専門学科）進学

写真6　若手経営者（KISEIREN）とのカタリ場

写真7　高校生ものづくりコンテスト全国優勝
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